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センターだより

共通利用番号制実施に伴う昭和 61年度の利用申請について

速報No.128(1985年 11月 20日発行）でお知らせしましたとおり、昭和 61年 4月から全国

共同利用 7大学大型計算機センター（北大、東北大、東大、名大、京大、阪大、九大）及び東大

文献情報センターで共通利用番号制を実施することになりました。共通利用番号制、共通利用番

号の形式、阪大センターの申請方法について説明します。

共通利用番号制

共通利用番号制が実施されると、利用者層の異なる東大文献情報センターを除いて、大部分の

利用者は一つのセンターに申請、登録されれば、他のセンターも同じ番号で利用できるようにな

ります。

利用者はまず主に利用するセンター（所厖センター）を一つ選び、所属センターヘそのセンタ

ーの利用申請書で利用申請を行い、「共通利用番号」の交付を受けます。所属センター以外のセ

ンター（第ニセンターと呼びます。）への利用申請の方法は、所属センターヘTSS処理または

バッチ処理で第ニセンターヘの登録依頼をすることになります。登録依頼があれば所属センター

は第ニセンターヘ所定の申請手続を代行します。すなわち、第ニセンターに対して申請書の提出

は所属センターヘの所定の申請手続を行いますので不要です。第ニセンターでは、所属センター

から送られてきた情報をもとに、利用資格、支払費目等を審査します。従って、所属センターで

利用を認められているにもかかわらず、第ニセンターで認められない場合もあります。この場合

には、そのセンターに直接申請書を提出してください。共通利用番号は異なりますがそのセンター

の利用が認められることもあります。

共通利用番号の形式

阪大センターでは、現在利用者が研究課題毎に申請書を提出し、課題番号を与えています。し

かしながら、共通利用番号では利用者に対応して番号が与えられます。従って、課題番号制と共

通利用番号制は基本的な考え方が異なっています。共通利用番号の形式は、「利用者番号」 6桁

と「支払コード」 1桁の合計 7桁で構成されています。支払コードは利用者の支払費目を示すコ

ードです。

阪大センターを所属センターとする利用者の場合、例えば現在の課題番号を有している方は、

新しい利用番号になれば、次のようになります。
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課題番号 (10桁） →共通利用番号 (7桁）

6092831001→ A 

4 
度
コ

｝ふ

61001A  

I 
、''• ・’

通し番号 1 
セ
ン 旧課題番号払

支

ィ｛の下 4桁 ｝コ
コ

1 

1 ド

ド

0年度コード

A-・・ 申請初年度が昭和61年度

B・・・ 
”
 

昭和62年度

0センターコード

阪大センターを所属センターとする

場合、センターコードは6です。

T・・・ 
”
 

昭和80年度

u以降•••別の用途に使用します。

0支払コード

A-F・・・ 国立学校校費

G-J…公私立学校校費

K-T…科学研究費

u-z…}その他

0-9・・・ 

すなわち、昭和 61年度も阪大センターを所属センターとして継続される方は、原則として課

題番号の下 4桁の数字を継続して使うことになります。

新たに支払責任者に対応する支払貴任者番号、経理貴任者に対応する経理責任者番号も導入さ

れますが、その形式は利用者の共通利用番号と同様になります。

阪大センターの継続利用者は、現在使用しているパスワードは継続して使用することができま

す。新規利用者は、阪大センターより送付された承認書から次の 5文字を組み合わせてパスワー

ドの初期値を設定してください。パスワードの初期値は、利用者番号の 1桁目の英字＋支払貴任

者番号の数字の部分の下 2桁＋経理責任者番号の数字の部分の下 2桁です。パスワードの変更に
~ 

~ 

ついては、利用者よりパスワード変更申請書を提出していただいていましたが、利用者自身で随

時変更することができるようになります。

申請方法

継続申請について

阪大センターを所属センターとする場合

2月中旬頃阪大センターを利用している方に新様式の利用申請書を送付します。阪大センター

を所属センターとして継続利用される方は、利用申請書に必要な事項を記入の上、本センターへ

提出してください。但し、利用者から旧利用申請書の提出があった場合、受付けられません。な

お、 3月 22日迄継続申請した方は、 承認書を利用者宛送付しますので 4月から新しい番号で本

センターを利用することができます。
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阪大センターを第ニセンターとする場合

利用者が選んだ所属センターヘ継続申請を行った後、 61年度の計算サービス開始時から4月末

日までの間に、所属センターのTSS処理またはバッチ処理で「阪大センター（第ニセンター）

への登録をしてください。なお、 4月末日までに登録依頼がない場合、ファイルは消去されます。

新規申請について

阪大センターを所属センターとする場合

利用者は新しい様式の利用申請書に必要事項を記入し、本センターヘ新規申請してください。

2月中旬に本センターより各連絡所へ新様式の利用申請書を送付します。 2月中旬から 61年度

の新規申請の受付けを開始します。なお、第ニセンターを利用する場合、利用者は本センターよ

り承認書が届けば、 4月以降TSS処理及びバッチ処理で他のセンターヘ登録依頼をすることが

できます。

阪大センターを第ニセンターとする場合

最初に、利用者は主として利用するセンターヘそのセンターの利用申請書により新規申請をし

てください。当該センターより承認書が届けば、そのセンターのTSS処理またはバッチ処理で

阪大センターヘ登録申請をしてください。

なお、詳細については追って速報等でお知らせします。

注）申請方法等の詳細は、現時点（編集段階）では決まっておりませんでしたので、参考のため、

速報No.130 (1986. 1. 21掲載）を再掲いたしました。

なお、詳細は 2月 12日発行の速報に掲載の予定です。詳しくはそちらを御覧ください。
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センターだより

昭和61年度研究開発計画の公募について

大型計算機センターの計算機システムは、これからも逐次拡充を図る予定です。ハードウェアは

めざましい技術の発展と共に拡充されますが、ソフトウェアはセンターだけの力ではなかなか拡充

できず、宝の持ち腐れともなりかねません。

研究開発計画は、広く利用者からセンターの計算機システムの利用に関して利用者に役立つもの、

システムの巡川に役立つものを邸集します。

また、昭和61年度にi洋入されるスーパーコンピュータ SX-1システムに関する研究開発計

両も積極的に御応蒻ください。

センターの利用有資格者であれば、誰でも応彦炉さきますので、次の要領によって応募されること

を期待しています。

応募要領

1. 研究開発計画の対象

(1)抽礎及び応用プログラム開発に関するもの

(2)計符機言語に関するもの（クロスコンパイラーの開発など）

(3) 計符機利用に関するもの（各種のユーティリティ• プログラム作成など）

2. 研究開発（データペース）計画の対象

(1)学術文献データベースに関するもの

(2)各種ファクトデータペース（数値、図形、画像データペース等）に関するもの

3. 研究開発（プログラム• ライプラリ整備）計画の対象

(1)プログラム。ライプラリの固き換え、改良及び、精度、信頼性の検定

などで、センターの計算機システムの利用に関して利用者に役立つもの、システムの運用に関

して役立つものです。

4. 応券資格

センター利用有資格者

5. 応募方法

該当する研究開発計画申諮古（利用者受付にあります）を共同利用掛に提出してください。

6. 締切日

第 1回 昭和61年3月31日
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センターだより

昭和61年度プログラム相談員の募集について

センター内のプログラム相談室では、毎日一定時間内に、プログラム上の問題やセンター利用全

般について相談に応じています。十分なプログラム相談を行うには、相当数のプログラム相談員が

必要です。

センターでは、昭和61年度のプログラム相談員を下記の要領で募集していますので御協力いただ

ける方、我と思われる方は是非応募くださるようお願いします。

記

応募資格：本センターの利用有資格者

期 間：昭和61年 4月～昭和62年 3月（前後期各半年でも可）

内 容：本センターで週 1回2時間（隔週でも可）、利用者からのプログラム等につい

ての相談に応じていただきます。

月～金

① 10:00-12:00 

② 13:00-15:00 

③ 15:00-17:00 

待 遇： 1. 計算機利用負担金の一定額免除

土

① 10:00-12:00 

①任期 1年の場合 14万円相当（隔週担当の場合7万円相当）

②任期半年の場合 7万円相当（隔週担当の場合3.5万円相当）

2. マニュアルを一定限度まで無償配布

3. プログラム相談室の端末の利用

4. ジョプの仮先処理

応塀方法：応募用紙が本センターにありますので必要事項を記入の上、次の宛先まで提出

してください。

〒567茨木市美穂ケ丘5-1 (阪大吹田団地内）

大阪大学大型計算機センター共同利用掛

訊06-877-5111内線2815,2817

締 切：昭和61年 3月31日（月）
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センターだより

昭和60年度下半期プログラム相談室の担当表

昭和80年度下半期のプログラム相談室の担当は次のとおりです。プログラムについての相談を

受けられる方は、 2階のプログラム相談室で、相談票に相談事項を記入のうえ御相談ください。

ilfi!FI 10:00-12:00 13:00-15:00 15:00,--.,17:00 

氏名：流川恵史 氏名：長谷川恭輔 氏名：家本 修

所属：阪大・工学部 所屈：阪大•工学部 所屈：阪大•工学部
専門：4, 10 WPり：4, 10 専門：4, 10, 11, 14, 15 

月 !-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 鰤・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--—••• 

氏名：有馬淑子 氏名：山西隆章

所屈：阪大・人間科学部 所屈：阪大・工学部

専門： 15 専門：4

氏名：中島章喜 氏名：浜村秀彦 氏名：田村圭介

火 所属：阪大・工学部 所属：阪大・工学部 所屈：阪大•理学部
、［り平rJ:4,10 乱n1rJ:4, 10 WPり：4,10,11 

／ 
氏名：武知英夫 氏名：鈴木隆之

水 所属：阿南工業高専 所屈：阪大・工学部

};![. 「lJ:4,8,9,10, 13, 17 専門：4, 10 

氏名：高山i告一郎 氏名：宇根崎博信 氏名：高木逹也

所属：阪大•工学部 所屈：阪大•工学部 所属：阪大。薬学部

専押J:21 Iり：prj :4, 10 且r-rり：4,8,9,10,14,18 

木 -・・・・・・-●●●●尋●,..... 雫●・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・ — 

氏名：小池恵一

所属：阪大。工学部

専判：4 

氏名：多田栄一 氏名：山田 稔 氏名：柳瀬 章

所属：阪大•拡礎工学部 所属：阪大。工学部 所屈：大阪府立大学

専門：4, 10, 11 専門：4, 10, 15 専門：4,8,9, 10, 11, 19,20 

金 -・・・・・・・ 綸疇●蟻．．．．．．．．．．．．．．．．旱......●●●綸●疇●●●疇．．．．．．．．．．．．青...一

氏名：中野 誠

所属：阪大•工学部

専門：4, 10 

氏名：田中 徹

~ 土 所属：阪大•基礎工学部 ,/  ~ ___,,, 
専門：4,10,11 ~ 

大阪大学大型計算機センターニュース 6
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曜日 10:00-12:00 13:00-15:00 

氏名：荒川恵史 氏名：長谷川恭輔

所屈：阪大•工学部 所属：阪大•工学部

専門：4, 10 専門：4, 10 

月

氏名：中島章喜 氏名：浜村秀彦

火 所屈：阪大。工学部 所属：阪大•工学部
専門：4, 10 専門：4, 10 

~ 
氏名：村上公一

水 所属：阪大。工学部

専門：5, 16 

氏名：高山浩一郎 氏名：宇根崎博信

所属：阪大・工学部 所属：阪大・工学部

専門：21 専門：4, 10 
木 —····-—············--·--···· 暑.........● -・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一

氏名：小池恵一

所属：阪大。工学部

専門：4

氏名：北村渡弘

所属：阪大•工学部
専門：4, 10 

金 —--························ 奪・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一

氏名：中野 誠

所屈：阪大•工学部
専門：4, 10 

氏名：田中 徹

~ 土 所属：阪大•基礎工学部
専門：4,10,11 

専門分野 1. ALGOL 
5. LISP 

2. APL 
6. PASCAL 
10. TSS 

3. COBOL 
7. PL/I 

9. 図形処理

13. INQ 
17. !SAP 
21. C 

14. STATPAC 
18. MNDOA 

大阪大学大型計算機センクーニュース

11. 数値計算

15. SPSS 
19. GPSS 

-7-

15:00-11:00 

氏名：家本 修

所属：阪大•工学部
専門：4,10,11,14,15 

ト—.............疇OOHOOOOOOOOOOOO疇●鰤●●●●●●鎗................螂●●.... 一

氏名：山西隆章

所属：阪大•工学部
専門：4

氏名：田村圭介

所属：阪大•理学部
専門：4, 10, 11 

氏名：鈴木隆之

所属：阪大•工学部
専門：4, 10 

氏名：高木達也

所属：阪大•薬学部
専門：4,8,9,10,14,18 

氏名：柳瀬 章

所属：大阪府立大学

専門：4,8,9, 10, 11, 19,20 

~ 
4. FORTRAN 
8. ファイル

12. アプリケーション

16. GMAP 
20. CPSS 

Vol.15No.4 1986-2 



センターだより

昭和60年度プログラム指導員について

プログラム指導員は、大口利用者を有する辿絡所、またはジョプ処理件数の多い連絡所のうちで

最も利用頻度の高い利用者に対してセンターから依頼し、承諾を得たものです。

辿隔地の利用者で、プログラムの相談等がありましたら、下表の各辿絡所所屈のプログラム指導

員に御相談してくださるようお刷いします。

プログラム指導員名簿

氏名 所屈及び辿絡先 職名 す旨赳摩日 指迎場所 指忠内容

大阪電気通信大学

富永昌治 工学部精密工学科 D)J老!iJ受 適時 研究室 PORTRAN 
TEL 0720-24-1131 

内線 253

高松工業邸等専門学校

仲川勇二 軍気工学科 助教授 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 0878-87-0276 C 

神戸商船大学

西田修身 商船学部機関学科 助教授 月～金曜日 研究室 FORTRAN 
TEI、078-453-2332

内線 330

大阪薬科大学

土井光暢 物理化学研究室 助手 適時 研究室 FORTRAN 
TEI』 0723-32-1015

内線 215

大阪市立大学

村上益美 工学部建築学科 助手 毎週木晰日 研究室 FORTRAN 
TEL 06-602-1231 

林膵泉 3437

兵耶教育大学

長瀬久明 電子計算機室 助手 月～金曜日 研究室 FORTRAN 
TEL 07954-4-1101 TSS 

内線 309

奈良県立医科大学

平井國友 医学部 講師 毎週木晰日 研究室 FORTRAN 
TEL 07442-2-3051 

内線 2270
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氏名 所屈及び連絡先 職名 オ旨i尊曜日 指導場所 指導内容

徳島大学工業短期大学部

山田勝稔 生産機械工学科 助教授 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 0886-23-2311 数値計算

内線 5313

大阪府立大学

柳瀬 平早 総合科学部総合科学科 教授 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 0722-52-1161 

rA猜泉 2714

大阪教育大学

越桐国雄 教育学部物理教室 助手 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 06-771-8131 

内線 230

阿南工業高等専門学校

武知英夫 機械工学科 講師 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 0884-22-2010 INQ、TSS

内線 282

神戸女子薬科大学

浅田昌三 薬学部薬学科 教授 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 078-453-0031 

内線 201

関西大学

堂垣正t曹 工学部土木工学科 助教授 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 06-388-1121 

内線5882

高知医科大学

古谷博史 医学部 助手 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 0888-66-5811 PL/I 

内線 2050

愛媛大学

東山陽一 情報処理センター 助手 適時 研究室 FORTRAN 
TEL 0888-24-7111 

内線 3668

大阪工業大学

杉山司郎 工学部機械工学科 講師 火、水、金 研究室 FORTRAN 
TEL 06-852-3131 10時-17時

内線 263
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氏名 所屈及び連絡先 職名 f旨超紅雁日 指群場所 指群内容

四国女子大学短期大学部

松永消佐子 家政科 講師 適時 研究室 FORTRAN 

TEl、0886-65-1300 COilOL 

「勺糸泉 169 

甲南大学

太田雅久 理学部物理学科 助教授 適時 研究室 FORTRAN 

TEL 078-431-4341 
内線 283

近畿大学

小川喜弘 理工学部原子炉工学科 助手 適時 研究室 FORTRAN 

TF.l、06-721-2332
内線 258
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センターだより

大型計算機利用に伴う利用者旅費について

利用者が、大型計算機を利用する場合、地域差を少なくするため遠隔地利用者には、利用者

旅費支給の制度があります。これは、大型計符機センターに出張して計算機を利用する場合に

旅費を支給する制度です。

利用者で旅費の支給を希望する場合は、下記要領によりセンター所定の申請書を提出してく

ださい。なお、大学院学生及び科学研究費補助金による利用者には、旅費を支給できません。

記

• 日帰り旅行•……•第 5 、第 6 地区で京阪神地区の利用者（注参照）は、日帰り旅行申請書を利

用希望日の前月 25日（必着）までに本センター共同利用掛まで提出してくだ

さい（日帰り出張回数は、 1人当たり月 5回以内とします）。

•宿泊を伴うもの••••京阪神地区以外の利用者は、申請書を利用希望日の前月 25 日（必着）ま

でに本センターに到着するように、所屈連絡所及び所屈地区協を通じて提出し

てください（センター滞在日数は、 3日以内で月 1回に限ります）。

•旅費は、後日、銀行振込により送金します。

•出張利用に関する問い合わせは、センター共同利用掛 COR-877-5111 内線2815) までお願い

します。

（注）京阪神地区の利用者（日帰り旅行適用者）は、次の連絡所に所屈する者

（第6地区）大阪府下の全連絡所

奈良県下の全辿絡所

兵mr県下（姫路工業大学、兵庫教育大学は宿泊の対象となる）の全連絡所

和歌山県下（和歌山高専は宿泊の対象となる）の全連絡所

（第5地区）京都府下（舞鶴高専は宿泊の対象となる）の全連絡所

滋賀県下（松矧賀大学（彦根市）、磁賀県立短大は宿泊の対象となる）の全

辿絡所

注意事項 申請街記入の際は、次の点に御留意願います。

申諮古の出張利用の理由欄には、特に本センターヘ出張して計算機を利用しな

ければならない出張理由を具体的に記入してください。出張理由が明確でない

場合、出張を認めませんので御了承願います。
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センターだより

センターニュース、 速報の配布について（再掲）

来年度から、共通利用番号制が実施されることに伴い、広報誌の配布の方法を変更することにな

りました。従来、課題番号所有者には、無条件で配布していましたが、．来年度からの利用

（新規、継続とも）には、広報配布希望の有無欄が設けられますので、その欄により広報配布希望

の有無を指定してください。

また、本センターの利用者でなく、広報誌の配布を引き続き希望される場合には、郵便はがきに

下記のとおり記入し申し込んでください。

なお、送付先に変更が生じた時や配布が不要になった場合は、速やかにお知らせ願います。

記

口
郵便はがき

日日日-DD

大

阪

大

学

大
型
計
算
機
セ
ソ
ク
ー

共

同

利

用

掛

行

茨
木
市
美
穂
ヶ
丘
五
ー
一

広報配布申込因

大阪大学大型計算機セソクー

共同利用掛長殿

センターニュース、速報の配布を希

望しますので、下記のとおり申し込み

ます。

記

住所〒

団体名称

所属

担当者名

TE  L 

希望部数

使用目的

（共同利用掛）
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センターだより

昭和 61年度利用者講習会計画

月 日 時間 夕 イ 卜 Jレ 内 六合 受講対象

4月24日 10: 40 システムの運用について • センターの概要 初めてセンターを

（木） • センターの計算機システム 利用する者

( 。サービス内容

•SX-1 の概要

12: 20 • その他

13: 30 SXのTSSとファイル •ACOS FORTRAN77 ACOS 

( 
について の知識のある人を対象にsxのコ 1 0 0 0 

マンドとファイルの利用方法につ 利用経験者

17: 00 いて説明する。

4月25日 10: 40 sxのFORTRAN77 ACOS FORTRAN77の

（金）
( 

について 知識のある人を対象にsxのFO

” RTRAN77の文法、プログラ

17: 00 ミング技法などについて述べる。

5月14日 13: 30 ジョプ制御言語について ・ジョプについて FORTRAN文

（水） -FORTRAN77ジ • アクティビティについて 法習得者で初めて

l 
ョプを中心に一 ・ジョプ制御言語の機能・規則の センターを利用す

説明 る者

• 使用例、利用者プログラム実行

15: 30 上の注意

5月15日 10: 40 FORTRAN77につ •FORTRANの知識のある人 FORTRAN文

（木）
( 

いて を対象にACOS及び SX-1の 法習得者

FORTRAN77の文法とプロ

16: 00 グラミング技法について述べる。

5月16日 13: 30 FORTRAN77の使 •FORTRAN77 ジョプを実

（金） 用法 行する上での

a. コンパイラ・オプションの使

( 用法 II 

b. 入出力技法

C. エラーの原因と対策について

16: 00 説明を行う。

5月21日 10: 40 第 1回TSSとファイル 。FORTRANの知識のある人 FORTRAN文

（水）
( 

の利用方法について を対象にTSSのコマンドとファ 法習得者で初めて

（講義） イルの利用方法について説明する。 TSSを利用する

16: 00 者

大阪大学大型計算機センターニュース -13- Vol.I5No.4 1986-2 



月 日 時間 夕 イ 卜 Jレ 内 グ合マ 受講対象

5月22日 10: 00 第 1回TSSとファイル •TSS端末の操作方法とコマン 5月 21日の講義

（木） 2 の利用方法について ドを 1人 90分づつ実習を行う。 を受講した者

16: 00 （実習）

6月 2日 10: 00 SPSSX(2.0) •SPSSXを実行する上でのジ 初めて SPSSX

（月） l ョブ制御言語の説明及び実習を行 を利用する者

16: 00 う。

6月11日 13: 30 XYフ゜ロッターの利用に • 自動作図装置を利用するための FORTRAN文

（水）
l 

ついて サプルーチンの説明を行う。 法習得者で初めて

XYプロックーを

17: 00 利用する者

6月16日 10: 40 第 2回TSSとファイル •FORTRANの知識のある人 FORTRAN文

（月）
( 

の利用方法について を対象にACOSIOOO及びsx 法習得者で初めて

（講義） -1のTSSのコマンドとファイ TSSを利用する

16: 30 ルの利用方法について説明する。 者

6月17日 10: 00 第 2回TSSとファイル •TSS端末の操作方法とコマン 6月 16日の講義

（火） l の利用方法について ドを 1人 90分づつ実習を行う。 を受講した者

16: 00 （実習）

7月 1日 13: 30 グラフィックディスプレ • グラフィックディスプレイの使 TSSの習熟者で

（火）
( 

イ (N6922) 用法を説明し、操作法を説明する。 これからグラフィ

ックディスプレイ

16: 00 を利用する者

7月 2日 10: 40 スプール処理システムの •磁気テープの読み取り、作成 初めてスプール処

（水） 利用について • ファイルライプラリテープの作 理を利用する者

成、追加、復元

• セープテープの作成、復元

( • テープコヒ°―

• フロッヒ°ーディスクのデータセ

ットの入力、出力、コビー及びデ

ータセット上のジョプの実行

16: 30 以上について説明と実習を行う。

未 定 PROLOG (ShapeUp) 

今後の予定 昭和 61年 10月頃 データベース
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